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まちのできごとまちのできごと

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
を
祝

い
、
第
５
回
黒
潮
町
成
人
式
が
１
月

３
日
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
黒
潮
町
内
で
対
象
と
な
る

新
成
人
は
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
１

４
０
人
（
男
７７
人
、
女
６３
人
）
で
、

昨
年
よ
り
５
人
減
。
高
知
県
全
体
で

は
、
７
６
９
８
人
（
男
３
８
３
０
人
、

女
３
８
６
８
人
）
と
昨
年
を
１
６
０

人
上
回
り
、
７
年
続
い
た
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
年
末
か
ら
元
旦
に
か
け
て
の
大
雪

も
溶
け
穏
や
か
な
晴
天
と
な
っ
た
こ

の
日
、
会
場
に
は
艶
や
か
な
着
物
や

ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
集
ま
り
、
久
々

の
再
開
を
喜
び
合
う
な
ど
華
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
や
県
議
会
議
員
、

町
議
会
議
長
ら
の
祝
辞
に
対
し
、
新

成
人
代
表
の
濱
村
明
日
美
さ
ん
が
答

辞
。
中
学
時
代
の
思
い
出
や
大
学
生

活
で
感
じ
る
こ
と
な
ど
を
語
る
と
と

も
に
「
人
々
の
価
値
の
多
様
化
、
少

子
高
齢
化
、
地
域
格
差
と
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る
現

代
社
会
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

た
く
さ
ん
の
人
々
の
支
え
に
な
れ
る

よ
う
一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
持

ち
、
自
分
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
持

ち
な
が
ら
社
会
の
一
員
と
し
て
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

た
の
も
し
い
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
方
吹
奏
楽
団
に
よ
る
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
る
な
ど
、

和
や
か
な
が
ら
も
気
の
引
き
締
ま
る

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
晴
れ
て
大
人

の
仲
間
入
り
を
さ
れ
、
社
会
の
一
員

と
し
て
自
覚
と
責
任
が
求
め
ら
れ
る

人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
苦
境
に
め
げ
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ま
い

進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
づ
く
り
の
た
め
の
原
動
力
と
な

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

第5回 黒潮町成人式第5回 黒潮町成人式第5回 黒潮町成人式

新成人の皆さん おめでとうございます新成人の皆さん おめでとうございます新成人の皆さん おめでとうございます

答辞を述べる濱村明日美さん。将来は立派な教師に
なるのが夢とのことです。
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まちのできごとまちのできごと

　
和
紙
の
原
料
と
な
る
楮
の
蒸
し
剥

ぎ
体
験
イ
ベ
ン
ト
が
１２
月
１９
日
、
拳

ノ
川
地
区
の
「
土
佐
佐
賀
温
泉
こ
ぶ

し
の
さ
と
」
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　　
同
地
区
は
か
つ
て
、
良
質
な
楮
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
５０
年
ほ
ど
前

ま
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
度
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
若
山
楮

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、
３
年
前
か
ら

「
佐
賀
北
部
地
域
協
議
会
（
矢
野
元

会
長
）」
が
休
耕
田
や
山
の
斜
面
を

利
用
し
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
の
収
穫
量
は
１
・
２
ｔ
で
昨

年
の
２
倍
以
上
。
前
日
ま
で
に
、
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
や
町
職
員
ら
が
３

〜
４
ｍ
に
育
っ
た
原
木
を
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　
朝
晩
か
な
り
冷
え
込
む
拳
ノ
川
。

当
日
は
早
朝
４
時
か
ら
専
用
の
か
ま

ど
に
火
を
入
れ
準
備
開
始
。
大
き
な

樽
を
か
ぶ
せ
て
２
時
間
ほ
ど
蒸
し
ま

す
。

　
蒸
し
た
原
木
は
根
元
の
部
分
を
両

手
で
し
っ
か
り
握
り
、
左
右
に
４
〜

５
回
ね
じ
る
と
皮
が
離
れ
て
簡
単
に

剥
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
物
に
来

た
方
の
中
に
は
「
懐
か
し
い
。
あ
の

作
業
が
難
し
い
が
よ
ね
」
と
経
験
者

の
女
性
も
。

　
若
山
楮
は
、
文
化
遺
産
の
修
復
に

使
わ
れ
る
和
紙
の
原
料
に
適
し
て
い

る
こ
と
か
ら
需
要
が
あ
り
、
ま
た
、

佐
賀
地
域
の
小
学
校
で
は
卒
業
証
書

を
手
漉
き
和
紙
で
自
作
す
る
な
ど
、

若
山
楮
全
盛
期
の
輝
き
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と

黒
潮
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
第

５
回
黒
潮
町
少
年
駅
伝
大
会
」
が
１

月
１０
日
、
佐
賀
中
学
校
を
ス
タ
ー
ト

し
県
道
中
土
佐
佐
賀
線
を
周
回
す
る

５
区
間
６
・
７
ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
男
子
の
部
に
２０
チ
ー

ム
、
女
子
の
部
に
１６
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
連
日
続
い
た
冷
え
込
み
も

緩
み
、
晴
天
・
無
風
の
好
条
件
と
な

っ
た
今
大
会
は
、
コ
ー
ス
記
録
、
区

間
記
録
が
合
わ
せ
て
１８
も
塗
り
替
え

ら
れ
る
“
飛
躍
の
大
会
”
と
な
り
ま

し
た
。

　
早
朝
か
ら
沿
道
に
は
近
所
の
方
や

保
護
者
ら
が
陣
取
り
、
懸
命
に
走
る

選
手
が
近
づ
く
と
「
が
ん
ば
れ
！
あ

と
少
し
！
」
。
チ
ー
ム
を
問
わ
ず
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

復
活
！
　

若
山
楮
で
地
域
活
性
化

新
記
録
続
出
！
　

少
年
駅
伝
大
会

町内の楮栽培農家で紙漉き職人でもある中嶋さ
ん（左）に教わりながら皮剥ぎ作業をする大方高
校の生徒の皆さん。

樽を持ち上げると、あまい香りのする湯気の向
こうに蒸しあがったアツアツの原木が姿を現し
ます。

【
男
子
の
部
】
※
新
は
コ
ー
ス
新
記
録

１
位
　
三
崎
小
学
校
　
　
 

２４
分
３１
秒
 

新

２
位
　
具
同
ボ
ー
イ
ズ
　
　
２４
分
３３
秒
 

新

３
位
 

東
山
小
学
校
　
　
　
２４
分
４１
秒

【
女
子
の
部
】
※
新
は
コ
ー
ス
新
記
録

１
位
　
具
同
レ
イ
ン
ボ
ー
　
２５
分
２９
秒
 

新

２
位
　
中
村
南
小
学
校
　
　
２５
分
５４
秒
 

新

３
位
　
東
山
小
学
校
　
　
　
２５
分
５７
秒
 

新

【
区
間
賞
・
男
子
】
※
新
は
区
間
新
記
録

１
区
／
１
・
５
㎞
　
猪
谷
進
示

　
　
　（
三
崎
小
学
校
）
　 
５
分
４
秒

２
区
／
１
・
４
㎞
　
東
俊
介

　
　
　（
東
山
小
学
校
）
　 
５
分
７
秒

３
区
／
１
・
３
㎞
　
土
居
耕
大

　
　
　（
チ
ー
ム
三
浦
Ａ
）　
４
分
４６
秒
 

新

４
区
／
１
・
０
㎞
　
細
川
優
輝

　
　
　（
三
崎
小
学
校
）
　 
３
分
３７
秒

５
区
／
１
・
５
㎞
　
井
上
聖
也

　
　
　（
チ
ー
ム
三
浦
Ａ
）　
５
分
５
秒
 

新

【
区
間
賞
・
女
子
】
※
新
は
区
間
新
記
録

１
区
／
１
・
５
㎞
　
宮
川
成
美

　
　
　（
チ
ー
ム
入
野
Ａ
）　
５
分
６
秒
 

新

２
区
／
１
・
４
㎞
　
饌
口
菜
月

　
　
　（
具
同
レ
イ
ン
ボ
ー
）５
分
７
秒
 

新

３
区
／
１
・
３
㎞
　
山
本
玲
奈

　
　
　（
具
同
レ
イ
ン
ボ
ー
）４
分
５０
秒
 

新

４
区
／
１
・
０
㎞
　
新
谷
美
怜

　
　
　（
中
村
南
小
学
校
）　
４
分
２
秒

５
区
／
１
・
５
㎞
　
池
本
有
加
里

　
　
　（
中
村
南
小
学
校
）　
５
分
２２
秒
 

新

こ
う
ぞ
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会長に愛媛大学・若林良和教授、副会長
に高知大学・受田浩之教授、大西勝也町
長らが選出されました。

「タタキ体験をしたお客さんからお
礼の手紙が届くんですよ」と自慢す
る境文子さん。

「漁師は、悪天候でも“命をとるかカツオ
をとるか”というぎりぎりの選択をして
漁に出ている」と現場の状況を熱く語る
２人の漁労長。

◆
「
日
本
カ
ツ
オ
学
会
」
発
足

　
将
来
に
わ
た
っ
て
日
本
人
と
カ
ツ

オ
と
の
「
上
手
な
付
き
合
い
方
」
に

つ
い
て
考
え
、
カ
ツ
オ
に
関
す
る
情

報
交
換
や
多
面
的
な
事
業
を
推
進
す

る
「
日
本
カ
ツ
オ
学
会
」
が
１
月
８

日
、
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
発
足

し
ま
し
た
。

　
カ
ツ
オ
漁
は
平
成
２１
年
、
戦
後
最

低
の
大
不
漁
に
見
舞
わ
れ
、
一
本
釣

り
漁
師
か
ら
は
「
カ
ツ
オ
が
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
獲
れ
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
」
と
い
う
懸
念
の
声
も
挙
が
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
カ
ツ
オ
を
資
源
と
し
て

捉
え
、
そ
の
実
態
や
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
で
カ
ツ
オ
の
保
護
や
可
能
性

を
探
っ
て
い
こ
う
と
、
全
国
１６
の
自

治
体
と
学
術
関
係
者
１２
人
を
発
起
人

に
学
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
会
に
は
カ
ツ
オ
産
業
の
盛
ん
な

自
治
体
関
係
者
や
研
究
者
ら
が
大
勢

集
ま
り
、
鹿
児
島
県
枕
崎
市
で
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
年
３
回
程
度
の

会
報
誌
発
行
な
ど
、
今
後
の
取
り
組

み
を
決
定
。
カ
ツ
オ
に
関
心
を
持
つ

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
カ
ツ
オ
に
つ
い

て
総
合
的
に
考
え
る
機
会
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
「
カ
ツ
オ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

　
続
い
て
開
催
さ
れ
た
「
黒
潮
一
番

地
カ
ツ
オ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
３

部
構
成
。
町
内
の
参
加
者
が
加
わ
り

熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
者
や

漁
業
関
係
者
ら
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
第
１
部
は
「
カ
ツ
オ
の
生
態

と
資
源
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

茨
城
大
学
の
二
平
章
研
究
員
が
「
熱

帯
海
域
で
の
巻
き
網
漁
に
よ
り
、
日

本
海
域
に
北
上
す
る
カ
ツ
オ
が
減
少

し
て
い
る
」
と
指
摘
。
「
こ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
一
昨
年
の
大
不
漁
が
定

期
的
に
起
こ
る
」
と
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し

た
第
１
２
３
明
神
丸
・
明
神
正
一
漁

労
長
と
第
８８
正
丸
・
上
牧
英
雄
漁
労

長（
宮
崎
県
）は
、
「
十
数
年
前
か
ら

カ
ツ
オ
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
言

っ
て
い
る
の
に
水
産
庁
は
動
か
な
い
。

巻
き
網
漁
の
漁
獲
量
を
制
限
す
る
な

ど
国
の
介
入
が
必
要
」
と
、
現
在
の

一
本
釣
り
漁
の
課
題
を
訴
え
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
「
カ
ツ
オ
の
利
用
と
流

通
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
知

大
学
の
受
田
浩
之
教
授
が
、
昨
年
行

っ
た
「
カ
ツ
オ
摂
取
に
よ
る
ア
ン
セ

リ
ン
調
査
」
を
紹
介
。
黒
潮
町
に
水

揚
げ
さ
れ
た
日
戻
り
カ
ツ
オ
の
ア
ン

セ
リ
ン
含
量
調
査
や
、
黒
潮
町
役
場

で
約
３
カ
月
に
わ
た
り
調
査
し
た
フ

リ
ッ
カ
ー
テ
ス
ト
の
結
果
（
１４
ペ
ー

ジ
参
照
）
を
も
と
に
、「
地
産
地
消

地
検
（
地
域
の
資
源
を
地
域
で
食
し
、

そ
の
健
康
増
進
効
果
を
地
域
で
検
証

す
る
）
の
取
り
組
み
を
加
速
し
て
、

強
い
ブ
ラ
ン
ド
化
の
構
築
に
生
か
す

べ
き
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
第
３
部
は
「
カ
ツ
オ
の
文
化
と
地

域
の
活
性
化
を
考
え
る
」
が
テ
ー
マ
。

愛
媛
大
学
の
若
林
良
和
教
授
を
中
心

に
、
各
地
域
で
カ
ツ
オ
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
パ
ネ
リ
ス

ト
ら
が
お
国
自
慢
を
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
か
ら
は
、
県
漁
協
佐
賀
統

括
支
所
女
性
部
長
の
境
文
子
さ
ん
が

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
。
１１
年
間
携

わ
っ
て
き
た
「
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
体

験
隊
」
で
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、

「
昨
年
は
修
学
旅
行
生
を
３
５
０
０

人
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
は
リ
ピ
ー
タ
ー
を
も
っ
と
増
や
し
、

『
タ
タ
キ
体
験
と
言
え
ば
黒
潮
町
』

と
言
わ
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
熱
の
こ
も
っ
た
討
論
で
持
ち
時
間

を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
最
後
に
会
長
の

若
林
教
授
は
「
カ
ツ
オ
の
価
値
を
一

般
の
人
た
ち
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
、

今
後
ど
ん
ど
ん
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごと

カ
ツ
オ
の
保
護
や
可
能
性
を
探
る


